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1．事業の概要
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【平成30年度の実施状況】
〇本市の魅力及び観光情報を様々な媒体を活用して発信した。
　・FDA（フジドリームエアライン）が年２回発行し、全機全シートなどに設置されている情報誌のうち、秋・冬号へ本市
　 の観光情報を掲載し、FDA利用者に対し、本市の魅力の発信と市内への来訪を促した。
　 また、JAF（一般社団法人自動車連盟）が運営し観光情報と当団体ロードサービスによる総合観光情報サイト「JA
　 Fナビ」へのモデルドライブプランや観光資源情報などの観光情報を掲載したほか、当団体会員誌「JAFPLUS中部」
　 へ本市のイベント情報を掲載するなど観光情報を発信した。
　 　FDA機内誌（秋・冬号）掲載期間におけるFDA搭乗者数：365,182人
　　 JAFﾅﾋﾞｱｸｾｽ件数：384件
　　 JAFPLUS中部発行数：1,080,000部

　・小牧市のブランド戦略を推進するとともに、広くブランドロゴマーク及びキャッチフレーズを知っていただくため、ブラ
　　ンドロゴマークやキャッチフレーズを分かり易く示したブランドグッズを販売するとともに、PR用の啓発品として配布
　　した。
　　　平成30年ブランドグッズ販売実績：ﾋﾟﾝﾊﾞｯｼﾞ(販売）99個(PR)304個、手ぬぐい(販売)133枚(PR)565枚、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾋﾞﾆｰﾙ傘(販売)31本(PR)16本、ﾀﾝﾌﾞﾗｰ500ml(販売)3個(PR)185個、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾀﾝﾌﾞﾗｰ350ml(販売)11個(PR)181個、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺｯﾌﾟ(販売)5個(PR)62個

　・「訪れたい人」「住みたい」「住み続けたい人」を増やすため、様々な地域資源の魅力を効果的に市内外へ情報発
　 信（プロモーション）した。
　　　平成30年度メディア等情報提供回数：ﾒﾃﾞｨｱ108回、雑誌社4回、その他10回　　計122回
　　　※その他…観光PRｸﾞｯｽﾞ・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの送付回数
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シティプロモーション推進事業

令和２年度以降

款 0303 中大

～

地域活性化営業部

シティプロモーション課

担当部

担当課

07　商工費

1



　 〇 　

４．総合評価

千円 節 節

診
断
結
果

事業の方向性

削減額・対象

評
価
結
果

維　持

事務事業評価による額

〇今後の取り組み・方向性
　 活動指標であるﾒﾃﾞｨｱﾘﾘｰｽについて、各ﾒﾃﾞｨｱに積極的に本市を売り込み、露出の機会を増
　 加させるとともに、FDA機内誌やJAFなどの安定的なPRが可能であるﾒﾃﾞｨｱを活用して、より
　 魅力的な本市の観光情報を掲載し、誘客に繋げていく。
　 また、旅行、歴史、ｸﾞﾙﾒなどの観光に興味を持つﾕｰｻﾞｰを特定できるｲﾝﾀｰﾈｯﾄの広告媒体を
　 活用するなど、より効果的なﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝを検討する。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

〇数値の分析等
　・　H27はﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名刺や小牧walkerの製作など突発的な経費により増額となったが、H28からは、
　 より効果的な情報発信と費用対効果を考慮した事業内容（FDA機内誌、JAF観光情報登録）
　 とした。
　 人件費も直接経費の内容の変更に合わせ減少となったが、H30からは積極的にｲﾍﾞﾝﾄに参加
　 し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｸﾞｯｽﾞの販売を行うなど、地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの認知度及びｲﾒｰｼﾞ向上を図ったことにより
　 増加となった。
　・  成果指標であるＦＤＡ搭乗者数も前年度に比して増加しており、安定的に本市の情報や魅力を
　 周知することが出来た。
　
○「訪れたい人」「住みたい人」「住み続けたい人」を増やすため、さまざまな地域資源の魅力を効果
的に市内外へ情報発信（プロモーション）することで、他地域との差別化を図り、本市の認知度とイ
メージの向上を図ることが必要である。
Ｒ１．8月の組織改正に伴い「地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業」が移管されたため、これまでの観光を切り口とし
たシティプロモーションと、ブランドコンセプトを市内外に伝えていくためのコミュニケーションプログラ
ムをそれぞれどう切り分けていくか、または統合していくのか、今後の事業の方向性を明確にしなけ
ればならないが、引き続き、効果的な手法を検討し、情報発信（ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ）に取り組む必要がある。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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